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平成２９年度事業報告 

＜事業の概要＞ 

 当センターは、秩父地域における産業振興の拠点施設としてオープン以来、国・県及び秩父

市並びに関係諸団体と連携し、地域産業振興のための各種事業を実施してきた。 

平成 29 年度においても、地域内企業の発展の為の産業振興事業として、広域秩父産業連携フォー

ラム( FIND Chichibu) の活動を中心とした「産学官連携事業」・「産学官コーディネート事業」・「中小

企業応援プロジェクト事業」を引き続き積極的に実施した。なかでも、窓口ともなる「産学官コー

ディネート事業」の幅広い御用聞きから、具体的なサポートとなる「中小企業応援プロジェクト事

業」の一連の流れも 2 年目となり、着々とその成果をあげている。 

移住交流事業となる「ちちぶ空き家バンク運営事業」では、秩父市で新設された移住交流セ

ンターや 4 町と連携した移住促進事業を展開し、需要開拓事業・広報事業では「地場産品海外

販路開拓事業」、「地場産品国内販路拡大事業」(ネット販売強化事業)、「需要開拓事業」とも合

わせて、国内外への地場産品の販路拡大に努めた。 

尚、各事業の実施内容については、次のとおりである。 

 

１．地域産業振興事業 

（１）産学官連携事業( 秩父市補助事業 総事業費 600, 000 円、秩父市より 300,000 円)  

１）連携交流事業 

近隣大学・国公設試験機関及び支援機関と地元企業の交流 

①講演会(セミナー)・交流会の開催 

  ⅰ 先輩経営者に学ぶ講演会の開催 ～ 秩父ビジネススクール(オープンスクール) 

    時 間 セミナー:18:30～20:00    交流会: セミナー終了後～21:00 

場 所 (一財)秩父地域地場産業振興センター経営研修室 

参加者 地域内企業、行政機関、FIND Chichibu 会員等  

イ 開催日 平成 29 年 6 月 1 日（木）      

内 容 「まちづくりに関する幅広いテーマ 

を対象に、コンサルティングや研修など 

の業務をおこなっている事業の創造と 

地域貢献について」 

講 師 株式会社みらい政策研究機構 

代表取締役  田口 薫氏 

 

ロ 開催日 平成 29 年 7 月 26 日（水） 

内 容 「サラリーマンから会社経営者への転 

身、そして事業再生を果たし今日に至る 

道のりについて」 

講 師 アクセプト株式会社  

代表取締役 伊藤 秀之氏 
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ハ 開催日 平成 29 年 9 月 25 日（月） 

内 容 「株式会社 Art ・Value の創業から特 

産ジャポン運営、インターネットメディ 

アサービス、ウェブサイト制作・企画・ 

運営、地域社会活性化事業について 

講 師 株式会社 Art ・Value 

代表取締役 高原 彬氏 

 

ⅱ経営セミナー等の開催 

 イ 「AI 活用セミナー 」の開催       

日 時 平成３０年１月３０日（火）        

15：15～16:15 

場 所 (一財)秩父地域地場産業振興センター  

３階 大会議室 

内 容 AI で変わる生活 

～中小企業に役立つ技術とは？～ 

講 師 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

人工知能研究センター 

首席研究員  西田 佳史氏 

参加者 地域内企業、行政機関、広域秩父産業連携フォーラム会員等 約 50 名 

 

ロ 「マインドマップセミナー」 の開催 

日 時 平成３０年３月１３日（火）     

10:00～17:00  

場 所 (一財)秩父地域地場産業振興センター  

５階 経営研修室 

内 容 マインドマップセミナー  

～生産性が何倍も上がる思考・ 

発想を学んで仕事効率 UP～ 

講 師 ㈱MatsuKatsu 代表取締役 

ブザン公認 

シニアマインドマップインストラクター 

中小企業診断士  松岡 克政氏 

参加者 地域内企業、行政機関、広域秩父産業連携フォーラム会員等 約 20 名 

 

 ⅲ  FIND Chichibu幹事会等の開催 

  イ FIND Chichibu幹事会 

産学官連携推進事業における企画推進会議を次の通り実施した。 

場 所 (一財)秩父地域地場産業振興センター 402 会議室 

日 時 平成２９年 ５月１９日（金） １９時～ ５月の幹事会 
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平成２９年 ６月１５日（木） １９時～ ６月の幹事会 

平成２９年 ８月 ４日（金） １９時～ ８月の幹事会 

平成２９年 ９月 ５日（火） １９時～ ９月の幹事会 

平成２９年１０月 ３日（火） １９時～１０月の幹事会 

平成２９年１１月１３日（月） １９時～１１月の幹事会 

平成２９年１２月１１日（月） １９時～１２月の幹事会 

平成３０年 １月１６日（火） １９時～ １月の幹事会 

平成３０年 ３月 ８日（木） １９時～ ３月の幹事会 

 

２）秩父地域の総合ポータルサイト(FIND Chichibuポータルサイト)の充実と活用 

    今年度は、新規登録 ３社、脱退削除 ２社  登録企業数 １３８社（３月末現在） 

    登録準備３社を含み、ポータルサイト未登録社１７社 

    登録社に掲載内容の確認を促し、２２社の内容を更新した。 

    Facebook の更新による発信に努め、新たな SNS の活用も視野に入れ検討した。 

 

    ポータルサイト問い合わせ数         ５８件 ( 月別 下表)  

29年 4月 10 29年 8月 11 29 年 12月 1 

29年 5月 3 29年 9月 7 30年  1月 0 

29年 6月 12 29 年 10月 9 30年 2月 0 

29年 7月 3 29 年 11月 2 30年 3月 0 

       注: セキュリティシステムの誤作動により１２月～３月問い合わせメール不達 

 

問い合わせ内容  購入・注文  9 件  見積依頼  10件  問い合わせ 15件 

   営業      22件    その他    2 件  

 

３）研究開発の促進・中核的支援機関との連携 

    「彩の国地域プラットフォーム」の支援機関として、中核的支援機関である(公財)埼玉

県産業振興公社やさいたま県よろず支援拠点との連携を密にした。 

 埼玉県秩父地域振興センターからの紹介で、新たに埼玉県内にある東洋大学・芝浦工

業大学との連携提案があり、視察を実施、オープンカレッジ等の情報を共有し、必要に

応じて地域内企業へ配信することとした。 

 

（２）産学官コーディネート事業：秩父市委託事業(定住)  

  中小企業相談・指導実績を有する中小企業診断士を専門コーディネーターとして招聘し、

毎週火曜日と水曜日に地域コーディネーターの加藤氏と秩父市企業支援センター職員や近隣

町職員等と共に企業訪問し、企業が抱える課題、問題克服の助言、指導を行った。 

  具体的な内容は次のとおり。 

 

１）活動実績   

①総活動日数     ７３日 

②人員別活動日数 〔専門ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〕 江田元之氏：２６日  高浪正一氏：１２日   
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〔専門ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〕  高澤 彰氏：２３日    阿部芳文氏：１２日   

〔地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〕 加藤薫一氏：７３日 

２）訪問実績 

①総訪問数：１４９社 ②相談会来所先数２５社 ③各種相談・助言先数：１７４件 

３）主な成果  

○産官学支援機関連携 

1 市 4 町及び・県等他の支援機関団体との連携、取次を密にしてより積極的な啓発と個

別具体的な企業支援活動を実施した。 

特に、「中小企業応援プロジェクト事業」との連携もあって、「公的支援制度の申請書作

成支援等の利用促進効果が見られた。又、県、市、の支援機関からの非公開相談も複数

回あった。 

○集中支援 

啓発活動に加え、より個別具体的な経営管理に関心が高まり、相談が増加してきており、

必要に応じ一部経営会議的手法も取り入れた集中支援（事業計画、月次決算、販促、社

員研修、企業再生等）を継続して実施した。 ＊赤字から黒字転換先 2 社 

○巡回報告 

コーディネーター活動状況について、月例巡回報告に加えＦＩＮＤ総会及び中間報告会

において以下のとおり報告した。 

（ⅰ）少子高齢化と人口減少（雇用難が始まっている）への対応として 

①シニアの活用 ②環境経営・健康経営の推進 

（ⅱ）コーディネータの役割として①御用聞き・「気づき」のキッカケづくり②最新情報

の提供③継続集中支援など。また啓発活動成果として、「経営革新計画承認件数・よろ

ず相談件数（率）・省エネ診断件数」などが他地域と比較し高いこと。 

（ⅲ）個別企業の経営支援・相談事例として①事業計画作成支援 ②経営管理支援 ③事

業承継 ④販売促進支援 ⑤人材育成支援 ⑥省エネ対策支援など。 

 

（３）中小企業応援プロジェクト：秩父市委託事業(定住)  

プロジェクトマネージャー：中小企業診断士 正村義明氏 年間１４４日 活動 

各種補助金や助成金を取得しようとする企業の要請を受け、会議所・各商工会と連携し、

計画をブラッシュアップすると共に申請書作成を支援した。秩父郡市全体の企業の要請に対

応。具体的な支援は次のとおり。 

 

1) 経営革新計画策定支援（支援先 22件、うち承認済 13件、承認申請中 1 件） 

 地域 業種 
支援 

機関 
内容 時期 状況 

1 秩父市 人 材 派 遣

業 、 情 報

サ ー ビ ス

業 

皆野町 

商工会 

自社制作の秩父情報サイト運営、および、

Webサイト制作受託を本格的に事業化し、

秩父地域企業の PR サポート事業を展開

（埼玉県よろず支援拠点と協調して支援） 

29年 

3～11月 

承認済 

12 月 
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 地域 業種 
支援 

機関 
内容 時期 状況 

2 秩父市 紙 製 品 卸

売業 

秩 父 商

工 会 議

所 

工場レイアウト変更等による生産性改善、

戦略的な営業による新規顧客獲得による

売上拡大 

29年 

6～12月 

 

承認済 

1 月 

3 秩父市 そば店 秩 父 商

工 会 議

所 

秩父市街地に現在の店とは異なる業態の

店を出す計画。併せて、現在の店舗隣にあ

る製麺所を拡充し生産性を向上させる。 

29年 9 月 

～ 

30年 1 月 

承認 

申請中 

4 秩父市 繊 維 製 身

の 回 り 品

製造業 

秩 父 商

工 会 議

所 

オリジナル刺繍入り製品等のオーダーメ

イド製品のネット受注販売、自社 Webサイ

トの開設による販路拡大 

29 年 10

月～ 

30年 1 月 

承認済 

3 月 

 

5 秩父市 

荒川 

陶芸家・ 

陶 器 製 造

業 

荒川 

商工会 

陶芸作品のネット販売開始、個展の開催場

所を百貨店からホテルにシフトする等に

よる販路開拓 

29 年 10

月～ 

30年 2 月 

承認済 

3 月 

6 秩父市 

吉田 

食 料 ・ 飲

料卸売業 

西秩父 

商工会 

秩父自社農園における大麦・クコの栽培、

および、規格外産品等を活用した新製品開

発 

29 年 12

月～ 

30年 2 月 

承認済 

3 月 

7 秩父市 

吉田 

娯 楽 用 機

械 器 具 製

造業 

秩 父 商

工 会 議

所 

自社製の電源回路検査装置を開発・導入す

ることにより、熟練作業者を検査作業から

解放するとともに、熟練者が海外市場向け

アミューズメント機器の開発・製造を担当

することにより、新製品開発・生産能力を

向上させる 

30年 

1～2 月 

承認済 

3 月 

8 小鹿野町 電 気 機 械

器 具 製 造

業 

西秩父 

商工会 

熱硬化性樹脂の圧縮成形工程における作

業環境改善による人員確保で生産能力向

上、射出成形金型の設計見直しによるバリ

無し成形実現によるコスト削減、というテ

ーマを検討していたが、変更し、ヒューズ

部品製造において、手作業に使う冶具の開

発、および、自動機械の増設による生産性

の向上を検討 

29年 4 月

～ 

 

支援中 

9 小鹿野町 UAV 操 縦

技 能 教 授

業 、 機 械

器 具 小 売

業 

西秩父 

商工会 

秩父地域 1 市 4 町各地における UAV（無人

飛行機、ドローン）パイロットの養成スク

ール、RCカー競走コース等の設置・運営

による地域の活性化 

29年 5 月 

～ 

30年 1 月 

承認済 

2 月 

10 小鹿野町 野 菜 漬 物

製造業 

西秩父 

商工会 

生産工程への新たな機械装置導入による

生産性改善、および、工場直売所・自社

Webサイト更新による小売部門強化で収

益力強化 

29年 

6～12月 

承認済 

1 月 

11 小鹿野町 生 産 用 機

械 器 具 製

造業 

西秩父 

商工会 

新素材（炭素繊維）向けの生産機械の技術

が確立したため、当該業界向けに機械装置

を販売していく。 

29 年 12

月 

～ 

支援中 

12 

 

小鹿野町 ガ ス ・ 燃

料販売、 

水 道 工 事

業 

西秩父 

商工会 

当社の複数部門でバラバラに持っている

顧客リストを、IT 導入により一元管理し

販売促進等に活用。ガソリンスタンドに自

動車整備士を配置し、サービスレベルを向

上。 

30年 2 月 

～ 

支援中 
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 地域 業種 
支援 

機関 
内容 時期 状況 

13 小 鹿 野

町両神 

土 木 建 築

サ ー ビ ス

業 

西秩父 

商工会 

不動産手続きのワンストップサービス、お

よび、高精密立体測量の実施による民間需

要の掘り起こし 

29 年 12

月～ 

30年 3 月 

承認済 

3 月 

14 皆野町 建 築 材

料 ・ 鉱

物 ・ 金 属

材 料 等 卸

売業 

皆野町 

商工会 

従来は海外に輸出していた難分解部材（冷

蔵庫のコンプレッサー等）の処理を、破砕

機の導入により内製化し、完全国内処理に

よる環境汚染防止で優良顧客の囲い込み 

29年 

5 月～ 

支援中 

15 皆野町 そ の 他 の

小売業（石

材店） 

皆野町 

商工会 

霊園と協業し、小型墓地の開発・販売によ

る新たな顧客層への販売拡大 

29年 

6～12月 

承認済 

2 月 

16 皆野町 土 木 ・ 造

園業 

皆野町 

商工会 

「コンクリートを使わない緑の補強土壁

工法の本格展開と環境配慮工事による競

争力の強化」というテーマで、土木工事に、

当社の強みである造園のノウハウを活用

した工法で他社と差別化し競争力を強化 

29年 

9～11月 

承認済 

12 月 

17 皆野町 衣 料 品 ・

食 料 品 小

売 業 ・ 飲

食店 

皆野町 

商工会 

ドッグラン運営および輸入ペット用品販

売による収益力強化と地域活性化への貢

献 

 

29 年 12

月～ 

30年 2 月 

承認済 

3 月 

18 皆野町 金 属 素 形

材 製 品 製

造業 

皆野町 

商工会 

多種類の工具を搭載可能な CNC自動旋盤

の導入による、高付加価値製品への対応力

強化 

29 年 12

月～ 

支援中 

19 皆野町 菓 子 製 造

販売業 

皆野町 

商工会 

 

新規商業施設向けの新商品開発、販売管理

の改善 

30 年 2 月 

～ 

支援中 

20 長瀞町 飲食店 長瀞町 

商工会 

事業再開にあたり、強みを活かし周辺に無

いサービスを展開 

28年 

9 月～ 

支援中 

21 長瀞町 木 材 ・ 木

製 品 製 造

業 

埼 玉 県

中 小 企

業 団 体

中央会 

原木受入工程の安全性・生産性の向上、お

よび、燃料用チップ生産・販売事業への新

規参入による、経営環境変化への対応力強

化 

29年 

1～4 月 

承認済 

5 月 

22 長瀞町 飲食店 長瀞町 

商工会 

長瀞駅すぐ近くに新店舗を開店すること

を検討したが、店主の方針転換により、現

状維持となった。 

29 年 12

月～ 

30年 1 月 

支援 

打切り 

＊10 は、2 回目の経営革新計画の策定。前回の事業計画は、身の丈を越える内容であったため実施

できなかった、とのことである。今回は、経営者からのヒアリングを密に行い、経営者が納得し

て実施できる計画の策定を目指した。 

＊14は、「平成２８年度補正 革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金」に採択されたが、

補助事業は今年度で終了するため、その後の事業も見据え、3 年間の事業計画を策定している。 

＊16 は、経営力向上計画の策定支援を行ったが、経営者からのヒアリングにおいて新たな事業展開

を行おうとしていることがわかったため、経営革新計画の策定を勧めた。 

＊20 は、経営者の家族の給与収入により生計は安定しているため、進捗は遅いが、経営者のペース

に合わせている。 



8 

 

(2) 経営力向上計画策定支援（支援先 4 件） 

 地域 業種 
支援 

機関 
内容 時期 

１ 長瀞町 金 属 製 品

製造業 

長瀞町

商工会 

新たな工作機械を導入する予定があり、有効期間中の

経営力向上計画の変更申請について説明した。 

6 月 

2 皆野町 土 木 ・ 造

園業 

皆野町

商工会 

新型の重機（ハイブリッド型ショベル）導入による生

産性向上 

8 月～ 

9 月 

3 秩父市 金 属 製 品

製造業 

秩父商

工会議

所 

新型のベンダーマシン導入、および、多能工化推進に

よる生産性向上 

9 月～ 

10月 

4 秩父市 

吉田 

娯 楽 用 機

械 器 具 製

造業 

秩父商

工会議

所 

自社製の電源回路検査装置を開発・導入することによ

り、熟練作業者を検査作業から解放するとともに、熟

練者が海外市場向けアミューズメント機器の開発・製

造を担当することにより、新製品開発・生産能力を向

上させる。書類は当社にて作成。 

30年 

1～2 月 

いずれも、固定資産税および法人税の優遇措置の適用を受ける予定。 

 

(3) 経営革新計画承認企業に対する実施支援（支援先 2 件） 

 地域 業種・会社 
支援 

機関 
内容 時期 

1 皆野町 木材・木製

品製造業 

㈱Ｄ 

皆野町 

商工会 

経営革新計画のテーマ「家業である無垢材を使用

した内装材・家具の加工販売への回帰と、地域活

性化への貢献」の実施支援として、概ね 2 か月に

1 回程度訪問し、様子をヒアリングしている。 

29年 

2 月～ 

2 秩父市 人 材 派 遣

業、情報サ

ービス業 

㈱Ｓ 

皆野町 

商工会 

自社の Webサイトのデザイン、および、Webサイト制

作受託事業の展開について、埼玉県よろず支援拠点と

協調して支援。 

30年 

1 月～ 

＊1 は、業態転換の内容であり経営者が若い（30 歳代）ため、事業が軌道に乗るまでの間、継続的

に訪問支援を行っている。 

＊2 は、埼玉県よろず支援拠点の小笠原コーディネータの秩父サテライト相談日に正村も同席し、小

笠原コーディネータからホームページ制作における専門的アドバイスを得ながら、経営革新計画

の実施支援を行っている。 

 

(4) 平成 28 年度補正 革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金の交付申請および実

績報告支援（支援先 1 件） 

 地域 業種 
支援 

機関 
内容 時期 

補助 

金額 

( 万円)  

1 皆野町 建 築 材 料 ・ 鉱

物・金属材料等

卸売業 

皆 野 町

商工会 

社長が作成した、交付申請書、および、

補助事業の実施報告書の作成につい

て、添削、助言を行った。補助金を予

定通り受け取ることができた。 

29年 

4～12月 

1,000 
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(5) 平成 28年度第 2 次補正予算 小規模事業者持続化補助金＜追加公募分＞の応募支援 

（支援先 2 件、うち採択 1 件） 

 地域 業種 支援機関 内容 時期 結果 

補助金 

申請額 

( 万円)  

1 秩父市 総合工事業 秩父商工

会議所 

建屋看板・誘導看板・ホー

ムページの更新・建屋外壁

を当社の商材で塗装しデモ

ンストレーション 

29年 

5 月 

採択 50 

2 秩父市 中古自動車

小売業 

秩父商工

会議所 

ホームページの更新・野立

て看板の更新および増設 

 

29年 

5 月 

不採択  

      合計→ 50 

 

(6) 平成２９年度補正ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金の応募支援 

（支援先 5 件、採択発表は 30年 6 月の予定）（応募は 4 件） 

 地域 業種 支援機関 内容 時期 結果 

補助金 

申請額 

( 万円)  

1 秩父市 

吉田 

娯楽用機械

器具製造業 

秩父商工

会議所 

電源基板検査工程自動化

による熟練者有効活用と

新市場展開力強化 

30年 

2 月～ 

6 月頃 

発表予

定 

557 

2 小鹿野

町 

電気機械器

具製造業 

西秩父 

商工会 

ヒューズ部品のカシメ工

程自働化と人員の最適配

置による生産性向上 

30年 

2 月～ 

6 月頃 

発表予

定 

633 

3 小鹿野

町 

金属製品 

製造業 

西秩父 

商工会 

自動測定・補正機能による

CNC自動旋盤高精密加工の

生産性向上 

30年 

3 月～ 

6 月頃 

発表予

定 

1,000 

4 皆野町 金属製品 

製造業 

皆野町商

工会 

多種類の工具を搭載可能

な CNC自動旋盤加工による

生産性の向上 

29年 

12 月

～ 

6 月頃 

発表予

定 

1,000 

5 秩父市 食料品製造

業 

秩父商工

会議所 

応募書類作成のための資

料が揃わなかったため、最

終的に応募を断念した。 

30年 

2 月～ 

－  

      合計→ 3,190 

＊2 および 4 は、ものづくり補助金の応募前に、経営革新計画の承認申請も行う。 

＊3 は、ものづくり補助金の応募後に、経営革新計画の承認申請支援を行う予定。 

＊5 は、平成 29年度補正小規模事業者持続化補助金へ応募する予定。 

 

(7) その他の支援 

・横瀬町の金属素形材製品製造業にて、エコアクション２１の認証を取得するために、マニュアル、

環境活動レポートの作成について支援した。（29年 8 月） 

・皆野町の金属材料等卸売業にて、エコアクション２１に基づいた環境マネジメントシステムの運

用について、環境管理責任者に対し、より実効性のある運用方法・テクニックを提案した。（30

年 2 月） 

・皆野町の土木・造園業にて、播種機の改良アイディアの保護について最善策検討の支援をした。

弁理士の意見も聞いた上で、最終的に、特許等の権利化を行うより、先使用権の確立による秘匿
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化で知的財産権を保持することを提案した。（29年 11～12月） 

・皆野町の金属材料等卸売業にて、労働安全衛生の従業員向け集合研修会を行った。（29 年 10～11

月）（埼玉県商工会連合会の専門家派遣制度を活用） 

・小鹿野町の電気機械器具製造業に対し、人材確保・人材活用に関する支援を行った。（改善提案制

度、スキルマップ等を用いた力量管理、人事考課制度、効果的な求人票の記載方法等について、

ツールの提供とともに手法を説明）（30年 1～2 月、埼玉県の専門家派遣制度を活用） 

・皆野町の経営者グループの定例会合に出席し、経済産業省、厚生労働省、埼玉県などの中小企業

支援施策、補助金の活用、事業承継について講義した。（29年 11月）（埼玉県商工会連合会の専門

家派遣制度を活用） 

・秩父機械電気工業会の運営グループにて会議参加、情報やアイディア提供等で支援している。 

 

(8) 市町別訪問支援回数 

支援テーマを問わず、訪問支援を行った回数を下表に示す。 

支援先企業を訪問する際は、原則として、商工団体の経営指導員等が同行した。 

市・町 
 

支援先企業の業種 回数合計（回） 

秩父市 

 酒類製造業 1 

42 

1 人材派遣業、情報サービス業 9 

2 紙製品卸売業 5 

3 そば店 4 

4 繊維製身の回り品製造業 3 

5 陶芸家 6 

6 総合建設業 1 

7 中古車販売業 1 

8 娯楽用機械器具製造 6 

9 食料品製造業 1 

10 食料・飲料卸売業 4 

11 金属素形材製品製造業 1 

横瀬町 1 金属素形材製品製造業 1 1 

小鹿野町 

1 電気機械器具製造業 10 

32 

2 UAV操縦技能教授業、機械器具小売業 8 

3 野菜漬物製造業 3 

4 生産用機械器具製造業 2 

5 土木建築サービス業 4 

6 金属素形材製品製造業 3 

7 燃料・ガス販売業、水道工事業 2 

皆野町 

1 木材・木製品製造業 9 

40 

2 建築材料・鉱物・金属材料等卸売業 8 

3 その他の小売業（石材店） 5 

4 土木・造園業 7 

5 衣料品小売業・食料品小売業・飲食店 5 

6 金属素形材製品製造業 4 

7 菓子小売業 1 

8 花き栽培業・小売業 1 

長瀞町 1 飲食店 7 12 
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市・町 
 

支援先企業の業種 回数合計（回） 

2 旅館，ホテル 2 

3 金属素形材製品製造業 1 

4 そば店 2 

   合計→ 127 

 

 

２．移住交流事業 

（１）空き家バンク運営推進事業：秩父市委託事業(定住) 

ちちぶ空き家バンク正副委員長会議、及び全体会議を年間６回開催し、各行政、宅建協会

秩父支部、FIND Chichibu ちかいなか分科会、事務局の各担当者により事業の運営について

協議し情報の共有等を行った。 

ＰＲ活動として、東京国際フォーラムにて開催された「ふるさと回帰フェア２０１７」や

「秩父はんじょう博」に出展、東京有楽町ふるさと回帰支援センターにて「田舎暮らしセミ

ナー」を開催するなど、移住希望者に対して説明会を多く企画し実施した。 

また、先進地の視察研修として「山村留学制度」を推進する山梨県早川町や「元地域おこ

し協力隊によるゲストハウス」を所有し運営する、山梨県富士吉田市に赴き事業内容や現状

を見学することで、秩父地域の各市町で進める移住定住促進の参考とした。 

今年度は試験的に「現地物件見学ツアー」を各市町でそれぞれ実施した。空き家バンクで

行なうイベントの中でも、特に参加者からの反響があり、移住交流にも繋がるツアーを各市

町の担当者が企画開催することで、より地域の持つ特色や、長所短所を移住希望者にダイレ

クトに伝えることが出来た。 

 

１）空き家バンク推進会議の開催 

  第１回 平成２９年 ４月１２日（水） １４時～正副会議 １５時～全体会議 

  第２回 平成２９年 ５月３１日（水） １４時～正副会議 １５時～全体会議 

  第３回 平成２９年 ７月２６日（水） １５時～全体会議・交流会 

    ※ 平成２９年 ９月 ６日（水） １５時～正副委員長会議 

  第４回 平成２９年 ９月２５日（月） １４時～正副会議 １５時～全体会議 

  第５回 平成２９年１２月２１日（木） １６時～全体会議・交流会 

    ※ 平成３０年 ２月１６日（金） １０時～行政担当会議 

  第６回 平成３０年 ３月１４日（水） １４時～正副会議 １５時～全体会議 

 

２）「現地物件見学ツアー」の開催 

①第１弾 小鹿野町主催『初夏の物件見学ツアー』 

平成２９年６月１１日（日）、参加人数２１名 

  ②第２弾 秩父市主催『夏の三峯神社と物件見学ツアー』 

   平成２９年８月２７日（日）、参加人数１１名 

  ③第３弾 横瀬町主催『秋の里山まるマルシェと物件見学ツアー』 

   平成２９年１０月２８日（日）、参加人数１５名 



12 

 

  ④第４弾 皆野町・長瀞町主催『親子で体験＆物件見学ツアー』 

   平成２９年１１月１８日（土）、参加人数２組５名 

 

 

 

 

 

 

 

３）移住定住促進ＰＲイベント等 

  ①「埼玉りそな銀行 暮らしのセミナー」開催 

   ・開催日：平成２９年６月１０日（土） 

   ・会 場：埼玉りそな銀行 さいたま新都心支店 

   ・参加人数：１８名 

  ②「ふるさと回帰フェア２０１７」の出展 

   ・開催日：平成２９年９月１０日（日） 

   ・会 場：東京国際フォーラム 

   ・参加人数：行政４名 

   ・ブース相談者：２８組３９名（夫婦９組・単身１１組・家族１組） 

   ・内 容：埼玉県ブースにて移住を希望する都市住民に対し、秩父地域の情報提 

         供やちちぶ空き家バンク事業の紹介を行なった。 

  ③「秩父はんじょう博」の出展 

   ・開催日：平成２９年１０月１４日（土）１５日（日）の２日間 

   ・会 場：秩父ミューズパーク 

   ・参加人数：行政５名、宅建協会６名、ちかいなか１名、事務局１名 

   ・内 容：今年は２日間とも荒天のため、来場者が少なかった。 

        空き家物件募集チラシを２，０００部配布し、秩父地域の物件の掘り起こし

に努めた。 

  ④先進地への視察研修実施 

   ・開催日：平成３０年１０月２４日（火） 

   ・視察先：山梨県早川町・富士吉田市 

 ・内 容：上流文化圏構想として町づくりに取り組み、「山村留学制度」を推進する山梨

県早川町や「元地域おこし協力隊によるゲストハウス」を所有し運営する、

山梨県富士吉田市に赴き事業内容や現状を見学することで、秩父地域の各市

町で進める移住定住促進の参考とした。 

  ⑤「秩父田舎暮らしセミナー」の開催 

   ・開催日：平成３０年３月３０日（金） 

   ・会 場：東京有楽町 NPO ふるさと回帰支援センター 

   ・参加人数：行政３名、宅建協会１名、ちかいなか１名、事務局１名 

   ・来場者数：４組６名 
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   ・内 容：今年度初めてとなる東京セミナーは、『ちちぶの森で“のびのび”子育て！』

と題し、自然豊かな田舎で子育てを検討している世代を対象に皆野町花の森こ

ども園の葭田園長を講師として招聘し、セミナーを開催した。また、実際に子

育てのために皆野町へ移住した家族に体験談を発表してもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）事業実績（H30.3.31 現在） 

①利用登録者数 

利用登録者数…３６７人 ※昨年度２６９人 

（圏外地域…３０３人、圏内地域…６４人） 

②物件登録（掲載）数 

物件登録数 ６６件 ※昨年度５９件 

（秩父市…２６件、横瀬町…１９件、小鹿野町…４件、皆野町…１１件、長瀞町…６件） 

③物件成約数 

   売買物件数…２８件 ※昨年度２４件 

   賃貸物件数…６件 ※昨年度１件 

④圏域外成約者数 

   １８組４０名 ※昨年度１５組２５名 

（内訳：移住９組・交流９組 ／ 売却１２組・賃貸６組） 

⑤空き家バンク HP アクセス数 

   合計 ７２，６８３件 ※昨年度６２，６７５件 

 

 

３．需要開拓・広報事業 

（１）需要開拓事業 

１）物産展・市民まつり等イベント催事への参加 

    下表の物産展・市民まつり等のイベント催事に積極的に参加出展し、秩父地域及び 

 地域の物産を広く紹介・宣伝・販売を行った。    

 

          物産展・市民まつり等イベント催事出展一覧表 

期  日 出展場所 催 事 名 

4 月 6 日～ 5 月 6 日 羊山公園 芝桜まつり特設販売 

4 月 8 日～9 日 秩父市役所 いってんべえウォーク 

4 月 16日  とち介お誕生会 

4 月 26日～5 月 14日 山梨県地場産業センター GW フェア 
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5 月 30日～6 月 5 日 まるひろ百貨店東松山店 第 1 回秩父路のうまいものめぐりと観光展 

6 月 11日 ミューズパーク チャレンジロードレース 

6 月 24日 深谷ビッグタートル ふっかちゃんバースデイぱーちぃ 

7 月 8 日～9 日 桐生地場産センター 2017 じばさん夏の市 

7 月 15日～7 月 28日 十日町地場産業センター 開館 35 周年記念全国地場産品交流展 

8 月 5 日～6 日 三重北勢地場産センター 開館 30 周年記念感謝セール 

8 月 26日～27日 道北旭川地場産センター 2017 道北の観光と地場産品フェスティバル 

9 月 16日～9 月 18日 山梨県地場産業センター 平成 29 年度秋の地場産業まつり 

9 月 16日 秩父市立大田小・中学校 第 65 回秩父宮杯埼玉県自転車道路競走大会 

9 月 30日～10月 1 日 大宮高島屋 DOM ショッピングセ

ンター大宮西口 
軒先マルシェ 

10月 1 日 本庄市シルクドーム はにぽんフェスティバル 2017 

10月 21日 荒川水循環センター 下水道フェスタ 2017 

10月 28日～29日 八戸地場産業センター 開館 25 周年じばさんまつり 

11月 11日～12日 東村山市役所周辺 第 56 回東村山市民産業まつり 

11月 11日～12日 山口防府地場産業センター じばさんフェア 2017 

11月 18日～19日 三重県桑名ナガシマリゾート ゆるきゃらグランプリ 2017 

12月 9 日～10日 桐生地場産センター 2017 じばさん冬の市 

12月 9 日～10日 都城地場産業センター ｢道の駅｣都城創業祭 

2 月 23日～25日 山梨県地場産業センター 平成 29 年度春の地場産業まつり 

3 月 3 日 羽生イオンモール むじなモン誕生会 

      ＊延べ９８日間   売上 １５，９７９千円 

 

２）イベント等の開催 

①地場産まつりの開催 

ⅰ. 春の地場産まつり 

・期 間 平成２９年４月 5 日(水)～５月８日(月)  

・会 場 １階物産館店舗内及びエレベーター前特設 

・内 容 試飲・試食コーナー 

ⅱ. 夏の地場産まつり 

・期 間 平成２９年８月１１日(金)～１5 日(火) 

・会 場 地場産センター４階ホール・１階エレベーター前 

・内 容 体験教室のイベントを開催してお盆期間中の集客増進を図った 

イ.夏休み一研究日替わり体験コーナー (木工・押し花) 

・ 木材利用拡大検討会にて夏休み木工教室 

・ クリエイト押し花教室 

・ 期間中酒の試飲を実施 

ロ.大抽選会（２階展示コーナー） 

② その他特設コーナー 

季節感を考慮しながら物産館民芸品・酒売場レジ及び銘菓レジ前平台に特設コーナー   

   設置し、販売促進に努めた他特に民芸品・酒レジ前には年間を通じて「あの花」及び「こ 

   こ叫」のグッズを展示販売した。また「ポテくまくん」グッズもアイテム数を増やして

販売を行なった。 
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３）メディアを利用した地域ＰＲ 

テレビ埼玉情報紹介番組「ごごたま・ちちぶなう」でセンター、地域情報、地場産品等

の紹介・宣伝を行った。 

その他雑誌等への情報提供、資料提供は随時行った。 

 

４）研修への参加 

  職員及び販売職員の意欲向上及びスキルアップのため研修会に参加した。 

① 販売力スキルアップセミナー 秩父市雇用対策協議会主催 

・9 月 13 日(水) お客様に感動を与える「素敵なラッピング」 

 講師 日高麻由美 氏   参加者 原佳甫 

② 新入社員フォローアップセミナー  秩父商工会議所主催 

・11 月 9 日(木) 仕事の基本を再確認! 更なるステップを～  

 講師 藤村純子 氏    参加者 原佳甫 

 

５）地場産品海外販路開拓事業：秩父市委託事業（ちちぶ定住自立圏） 

過去２年間の事業として、FIND Chichibu 輸出調査研究分科会（分科会長・中村雅夫氏）を

中心に、シリコンバレーにある日系スーパー「マルカイコーポレーション」にて秩父産品によ

る物産フェアや本社商談会を開催してきた。 

その経験と実績を踏まえ、今年度は現地の公的機関である、在サンフランシスコ日本総領事館

や北加日本商工会議所の協力をいただき、シリコンバレーに進出している著名な企業や航空会

社、現地バイヤー等をレセプションに招待し、秩父産品を使った創作料理を振る舞うことで秩

父食材の素晴らしさを伝え、更なる販路の開拓を図る目的で実施した。 

今回、開催したレセプションの成果としては、公的機関や輸出関係者に対する、秩父産品の

PR や日本食材の新しい食べ方の提案だけでなく、秩父地域の文化や風習までも深く知って貰う

ことが出来た。 

また、何よりも今回構築したシリコンバレーにおける人的なネットワークが、今後の更なる輸

出販路の拡大に繋がると考える。 

そのためには、秩父地場産センター本来の目的である、地場産品の調査・研究・開発を通して

輸出が可能な商品を創り出すこと、シリコンバレーオフィスとの連携・協力を強化し、継続的

に米国でのプロモーションを行なうことが必要である。 

今後も１市４町の協力のもと、FINDChichibu 輸出調査研究分科会、秩父地域おもてなし観光

公社と情報を共有し、新たな地場産品の商流を築き、海外販路の拡大を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

        レセプション会場外観                レセプション会場内 
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      主催者挨拶 横瀬町長 富田能成           商品の紹介 矢尾本店ブース 

 

 

６）地場産品国内販路拡大事業：秩父市委託事業（ちちぶ定住自立圏） 

（ⅰ）秩父ふるさと便事業（ネット販売強化事業） 

平成 27 年 3 月にリニューアルオープンした通販サイト「秩父ふるさと便」の運営概況報告。 

   PC SP     PV 

 10 5 5 \ 33,016 \ 3302 2774 2336 9518 

 26 11 15 \ 98,800 \ 3800 4011 3413 12623 

 20 12 8  \ 7725 2368 2038 7860 

 39 16 23 \ 175,942 \ 4511 2923 2501 10338 

 33 13 20  \ 3733 3719 3215 12123 

 27 15 12  \ 3432 2828 2425 9047 

 11 4 7  \ 4243 2829 2137 7371 

 18 6 12  \ 5468 3069 2672 10098 

 40 28 12  \ 4442 2521 2134 8671 

1  9 3 6 \ 42,712 \ 4746 2255 1905 6664 

 14 7 7 67,268 \ 4805 2071 1681 6413 

3  15 6 9 67,700 \ 4513 2362 2010 7042 

 262 126 136 \ 1,178,552 \ 4498 33430 28467 107768 

29  262 126 136 1,178,552 \ 4498 33430 28467 107768 

28  227 132 95 1,118,080 4925 31923 26852 99931 

 115.4  95.4% 143.1% 105.4  91.3% 104.7% 106.0% 107.8% 

※PC・・・パソコンからの注文、SP・・・スマートフォンからの注文 

※セッション⇒訪問者がサイトを閲覧回遊し離脱するまでを「１」とカウントしたもの。 

アクセス数 

※ユーザー⇒同一ユーザーによるアクセスを「１」とした訪問者数 

※PV（ページビュー）⇒サイト全体でページが表示された回数  

 

(ⅱ)物産展への参加 (需要開拓事業再掲出) 

  期  日 出展場所 催 事 名 

11月 18日～19日 三重県桑名ナガシマリゾート ゆるきゃらグランプリ 2016 
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９）免税店（TAX FREE）対応 

   平成 28 年 9 月より外国人観光客に対する免税店(消費税免税)の対応を開始し継続して運

用をしている。 

平成 29 年度の利用の実績は 

7 件 商品代金 46,448 円 免税額 3,155 円 だった。 

   (平成 28 年度内の利用実績は 0 件) 

 

（２）観光誘客事業 

団体旅行客誘客のため、首都圏をはじめ、東北・信越・東海地方等の旅行業者を訪問し、

秩父地域への誘客及び当センターでの食事を含む買物立寄りの営業を行った。 

現状ではバス規制による募集形態の見直しのより、団体旅行が縮小し旅行業界自体が低

迷する一方で、秩父地域は三峯神社を中心とするパワースポットに関心が集まり、関連す

る日帰りツアーの集客も良かった。また、圏央自動車道が全面開通したことで神奈川や静

岡を始め、茨城、福島方面からも観光客の誘引が期待できるため、秩父市観光課の担当職

員をはじめ、秩父地域の観光施設と同行営業し、ＰＲ活動に努めた。 

物産館の免税販売開始に伴い、秩父地域の観光施設に対する周知と県観光課と連携した

ＰＲ等を積極的に実施した。 

   ・訪問営業日数   28 日（ 28 年度  36 日 ） 

   ・訪問件数     302 件（ 28 年度 406 件 ） 

 

（３）情報対策事業 

Facebook ページ及びホームページの活用 

「秩父地場産センター物産館」「FIND Chichibu」「ちちぶミニストア」と 3 つの Facebook 

ページを活用し、ホームページにも連動させながら、センターの業務案内、物産館におけ

るネットショッピング(４-(1) 秩父ふるさと便事業参照)、貸館施設利用の申し込み等を実施

した。情報トピックスにて、各種イベント案内や、物産館おすすめ商品の発信に努めた。 

＊ Facebook ページ 

「秩父地場産センター物産館」: 平成 26 年 7 月～毎日更新 

  秩父ふるさと便 連動 http://hurusatobin.com/ 

「FIND Chichibu」     : 平成 27 年 9 月～週 2、3 記事更新 

  秩父地場産センター 

FIND Chichibu  連動 http://www.find-chichibu.jp/ 

「ちちぶミニストア」        : 平成 28 年 3 月～随時更新 

 

４．施設利用促進事業 

（１）会議室等の貸出 

センター施設（多目的大ホール、大小会議室、相談室等）を地域内の企業、団体の会議、

研修会、展示会等に貸出した。 

 貸館の利用回数は 前年比 100.2%と微増し、使用料は前年比 99.2%と微減した。 

 H29.4 月に秩父市地域政策課移住相談センターが入居した。 
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            セ ン タ ー 施 設 利 用 状 況 表 

 
29  28   

      

4  123 1240 113 1193 10 47 

5  116 858 106 918 10 2 

6  111 1170 140 1315 - 29 101 

7  130 971 122 841 8 - 26 

8  130 731 104 649 26 81 

9  125 1082 132 1481 - 7 - 50 

10  131 1524 133 1145 - 2 - 174 

11  130 1003 143 1065 - 13 70 

12  102 620 118 791 - 16 - 19 

1  102 1061 108 1277 - 6 323 

2  124 1227 112 1073 12 - 86 

3  135 1217 124 1051 11 - 52 

 1459 12704 1455 12800 4 - 96 

※ 上記金額は一般貸出の使用料 

※ 回数には、無料貸出及びセンター自主事業(会議等)が含まれる。 

 

 

５．収益事業 

（１）地場産品展示販売事業 

１）物産館の運営 

秩父地域の特産品(織物製品、民芸品、地酒、ワイン、銘菓、惣菜、食料品、野菜類等) 

を主に１階物産館において広く展示紹介、販売を行った。 

   4 月・5 月は芝桜の開花時期にあわせてツアー団体客・観光客が訪れた。売上については

前年比 103.2％と順調だった。４月 24 日に西武秩父駅に祭の湯( 温泉施設及び物産販売) 施

設がオープンし、ＧＷ中は影響を感じなかったが、以降はかなり影響を受けているものと

思われる。 

   また例年にない夏の暑さや秋には毎週末毎の降雨と長雨に、天気にも大きく左右された。 

店内については季節感のある展示・イベントを心がけて実施した。パート職員が、1 人 1

品お奨め商品のＰＯＰ及びディスプレーを行いお客様への販売促進を図っている。商品の

知識を深める事、接客について学び合う事を目的に月に１度職員勉強会を実施し、接客の

向上に努めた。 

秩父夜祭は、昨年同様店舗を一部改装して実施した。12 月 1 日から 5 日の売上は昨年比

81.0%と大祭である 3 日が日曜日と曜日の並びの影響が大きかったものと考えます。  

その他、ネット販売（ふるさと便）の新規顧客や固定客による注文の増加を増やせるよ

う商品の見直しや季節贈答等の提案を行いました。 

 

物 産 館 売 上 表       (単位：千円) 

    ( ) 
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12      

      

             

      

 2     

 

２） 地元小中学校の課外学習等受入 

① 中学生社会体験チャレンジ事業 

     ・秩父市立第二中学校 

      期 間 平成 29 年 8 月 28 日(月)～30(水)9 時 00 分～16 時（休憩含め 6 時間） 

      参加者 中学１年生 男子 3 名 

② 小学生の生活科学習 

     ・秩父市市立西小学校 

      期 日 平成 29 年 10 月 3 日 午前中 

      参加者 小学 2 年生 66 名及び保護者(グループ毎に見学)  

 

３）西武飯能ぺぺ ちちぶミニストア事業 

地域外である飯能市に秩父地域の地場産品を取り扱う常設店舗を設け、販路拡大に努め

た。常連客が主体となる百貨店販売において、常に店舗商品がマンネリ化しないよう、季

節商品や新商品等の陳列に努めた。 

また、店舗周知の一環として、毎週金曜日に『ちちぶの日』を開催し、通常店舗では販

売しない限定商品の紹介や、生産者が直接、商品の説明を行なう試食販売等を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

         『ちちぶの日』の開催             『ちちぶの日』販売商品 

      

売上金額 １７，２９２，９３０円 (前年比 １０７.１％) 

 

（２）施設利用促進事業（収益事業分） 

  １）会議室等の貸出 

   地域外の企業・団体・グループ又は個人に貸出す事業 
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   地域外の営業行為については秩父市商店連盟連合会との協議の結果、地域内の営業目的

と貸出条件を変えて貸し出せるようになった。  

   地域外の企業・団体への貸出、問い合わせは増加傾向にある。 

 

２）レストラン経営等委託事業 

地産地消を付加価値とした高単価なメニューを回転率の高い個人客に提供する方向性で 

あったが、客足が伸びないことから、団体客・宴会の受け入れ、施設利用者への営業によ 

る会議弁当・昼食の受注、期間限定のメニュー開発販売などの取組みを行い、新たな客層

開拓へ積極的に取り組んだ。 

 また、埼玉Ｓ級グルメの認定を受けたり、店長自ら野菜ソムリエの資格を取得するなど、

地産地消レストランとしての話題作りを行なった。 

 

◇秩父茶房レストラン春夏秋冬 売上表 

 9  28   ( ) 

    1,944,155 1,743,125   201,030 111.5 

  2,136,480 2,098,190 38,290 101.8 

  1,354,804   1,092,045   262,759 124.0 

  1,275,660 1,678,890 403,230 75.9 

  1,807,557 1,715,085 92472 105.3 

  1,289,840 1,294,355 - 4,515 99.6 

 1,675,770 1,607,015 68,755 104.2 

 1,770,800 1,915,370 - 144,570 92.4 

 1,519,690 1,602,585 - 82,895 94.8 

  1,148,909 1,404,920 - 256,011 81.7 

  1,013,769   1,045,025   - 31,256 97.0 

  1,083,064 1,318,576 - 235,512 82.1 

  18,020,498  18,515,181  - 494,683 97.3 

 

 

６．管理運営事業 

（１）理事会・評議員会の開催 

１）理事会の開催  次のとおり理事会を行い、原案どおり承認可決された。 

① 第１回 理事会 

   ・月 日   平成 29 年 5 月 30 日(火) 

    ・場 所   一般財団法人 秩父地域地場産業振興センター 5 階 経営研修室 

   ・協議事項   

議案第１号 平成 28 年度一般財団法人秩父地域地場産業振興センター事業報告 

及び決算報告について 

         議案第２号 平成 28 年度一般財団法人秩父地域地場産業振興センター公益目的

事業計画実施報告書の承認について 

議案第３号   一般財団法人秩父地域地場産業振興センター定時評議員会の日時、 

場所及び提出議案について 
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 ② 第２回 理事会 

   ・月 日   平成 30 年 3 月 27 日(火) 

・場 所   一般財団法人 秩父地域地場産業振興センター 5 階 経営研修室 

・協議事項    

議案第１号 平成 30 年度一般財団法人秩父地域地場産業振興センター資金運用 

計画(案)について 

議案第２号 平成 30 年度一般財団法人秩父地域地場産業振興センター事業計画 

(案)及び予算(案)について 

議案第３号 一般財団法人秩父地域地場産業振興センター職員退職給与引当金の 

      積立について 

議案第４号 一般財団法人秩父地域地場産業振興センター職員給与規程の一部 

改正について 

 

２) 評議員会の開催 

次のとおり定時評議員会を行い、原案どおり承認可決された。 

  ・月 日   平成 29 年 6 月 26 日(月) 

  ・場 所   一般財団法人 秩父地域地場産業振興センター 5 階 経営研修室 

  ・協議事項   

議案第１号 平成 28 年度一般財団法人秩父地域地場産業振興センター事業報告 

及び決算報告について 

       議案第２号 一般財団法人秩父地域地場産業振興センター役員の任期満了による 

選任について 

     議案第３号 一般財団法人秩父地域地場産業振興センター評議員の任期満了に 

よる選任について 

３）その他の会議の開催 

    上記の会議の他、必要に応じ管理運営に関する会議・打合せ会を開催するとともに、

当センターが事務局をしている「秩父観光文化施設連絡協議会」・｢地場産センター物産

館協力会｣「お菓子な郷推進協議会」の会議をそれぞれ開催した。 

 

（２）各種会議等への出席 

１）全国地場産業振興センター協議会総会 

・月 日  平成 29 年 7 月 6 日(木)～7 日(金) 

・場 所  (一財)塩尻・木曽地域地場産業振興センター (長野県・塩尻市) 

・参加者  1 名（山田専務） 

２） 関東経済産業局管内地場産業振興センター協議会 

①協議会総会 

・月 日  平成 29 年 6 月 22 日(木)～23 日(金) 

・場 所  (公財)栃木県南地域地場産業振興センター (栃木県・足利市) 

・参加者  1 名（山田専務） 
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   ②協議会(事務担当者会議：人材育成研修同時開催) 

・月 日  平成 29 年 11 月 6 日(月)～11 月 7 日(火) 

・場 所  (一財)秩父地域地場産業振興センター 

・参加者  協議会 3 名（山田専務・野原課長・亀井係長） 

      交流会 6 名（山田専務・野上事務員等職員全員） 

      研修会 3 名（山田専務・高橋課長補佐・佐俣事務員） 

 

３）研修会等への参加 

①地場産センター職員改善会議 

・講 師  専門コーディネーター（中小企業診断士）高澤 彰氏 

・月 日 平成 29 年 5 月 23 日（火）、平成 29 年 6 月 14 日（水） 

     平成 29 年 7 月 12 日（水）、平成 29 年 9 月 20 日（水） 

平成 29 年 10 月 11 日（水）、平成 29 年 11 月 15 日（火） 

平成 29 年 12 月 13 日（水）、平成 30 年 1 月 24 日（水） 

平成 30 年 2 月 13 日（火）、平成 30 年 3 月 14 日（水） 全 10 回 18:30～ 

・参加者 10 名（役職員全員） 

・内 容 改善提案の確認、人材育成(研修)、新商品開発(ポテくまくんグッズ)等 

   ②地場産センター職員物産館勉強会 

     毎月原則第 2 金曜日に物産館パート職員も含めたセンター役職員全員で、物産館に

おける取扱商品の試食会及び勉強会を実施した。 

③その他研修会 

     上記のほか雇用保険事務、雇用対策政策説明会、建築物衛生講習会、一般社団・財

団法人運営セミナーなど、販売員も含めて積極的に職員を派遣参加させた。 


